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気候変動を観測するために
はどうしたら良いか？はどうしたら良いか？

２種類の観測「型２種類の観測「型」
仮説実証型
・対象とする現象のメカニズムなどが事前にある程度わかっている。対象とする現象のメカ ズムなどが事前にある程度わかっている。
・それを確かめるためにはいつ、どこで、何を計測し、どうなれば良
いか、がわかっている。

・現象にみあった時空間スケールの観測を特定の場所で現象にみあった時空間スケ ルの観測を特定の場所で。

モニター研究型
対象とする現象を必ずしも特定しない そこで 全球を高・対象とする現象を必ずしも特定しない。

・全球規模、高密度、時系列、持続的な観測。
・準リアルタイム

そこで、全球を高
密度に常時監視す
る全球観測網の考

気候研究にはこちらが
適している場合が多い

いつ、何がどこで起こるか
わからない。
（時空間スケ ルがわからない）

る全球観測網の考
え方が1980年代か
ら主流に。適 場合 多

（時空間スケールがわからない）



全球気候観測システム気 観

研究船による観測網

各種の全球観測網



総合達成率 （ 年 月時点）

地球観測網の達成率
( )を元に作成

100%

総合達成率 （2011年4月時点）62%Dr. Dextor (2011)を元に作成

篤志船による表面
観測網

100%
表面漂流ブイ観測
網

59%

80%

潮位観測網

XBT（水温）観測網80%

100%

XBT（水温）観測網

アルゴフロート
観測網

62%73%34%48%

観測網

研究船観測網赤道ブイ網基準係留網基準時系列
観測網

海洋・気象に関する専
門家委員会（JCOMM)に

達成率の推移

門家委員会（JCOMM)に
よる観測網達成度評価



全球観測網の成功例
ゴ 観測網アルゴフロート観測網

気候変動に重要な役割を果たす海洋内部の水温・塩分変動をリアルタイムで捕捉する
ために アルゴフロートと呼ばれる自動昇降型中層ブイを全球に約3000台展開していために、アルゴフロ トと呼ばれる自動昇降型中層ブイを全球に約3000台展開してい
る。紫の点は我が国が投入したフロート。



情報（データ）の流通と
科学的知見 発信科学的知見の発信



塩分： 濃い所はますます濃く、
薄い所はますます薄く薄い所はますます薄く、

今と昔（30年間）の塩分の差。赤いところは塩分が高くなった所、青い所は塩分が低くなった
所。もともと塩分が低かった所はより低く、高かった所は寄り高くなっていることがわかる。所。も も 塩分 低 所 より低く、高 所 寄り高くな る わ る。
蒸発が多かった所ではますます蒸発が増え、雨が多かった所ではますます多くなった。



進行する酸性化
（炭酸カルシウム飽和度）（炭酸カルシウム飽和度）

・酸性化＋海氷減少（真水増加）酸性化＋海氷減少（真水増加）
・炭酸カルシウムの殻を作る生き物か
ら見ると飽和度が問題

・通常の海洋では炭酸カルシウムの通常の海洋では炭酸カルシウムの
飽和度は１以上（過飽和）。使い易い
し、溶け難い。

・北極では炭酸カルシウム飽和度が北極では炭酸カルシウ 飽和度
１以下の海域がある。



深海底の水温上昇深海底の水温上昇

Estimation by this study

4000m～5000m層にこの10年間に貯まった熱。赤が増加（昇温）、青が減少（水温低下）。
海の表面だけではなく、海底付近まで暖まっている。
南極周辺（深層水が作られる海域）で変化が大きい。



地球環境シリーズ地球環境シリーズ

2004年 大気の変貌と地球温暖化－京都議定書の先にあるものー

2005年 地球生態系の明日を考える－地球観測と予測－

2006年 地球温暖化と水循環 アジアの雨と雪はどうなるか？

2007年 海から知る地球温暖化－ IPCC温暖化予測と海洋研究

2008年 地球環境研究の最前線～全球観測と予測モデルが切り拓く科学～2008年 地球環境研究の最前線～全球観測と予測モデルが切り拓く科学～

2009年 海洋酸性化～生態系への影響～

2010年 コンピュータが描く地球の未来

2011年 テレコネクション－季節変動予測への扉－

2012年 急激な北極域の変化と地球環境への影響

このタイトルもかなり考えて決めている。



アンケート調査アンケ ト調査

年齢 性別 職業 テ マに対する感想 内• 年齢、性別、職業、テーマに対する感想、内
容に関する感想、場所、スタッフの対応など。

・参加者数漸減
(300人超→250人規模）
・回収率は横ばい。
（2012を除く）（2012を除く）

2010年までは8月開催
2011年は12月2011年は12月
2012年は11月

2011年までは渋谷2011年までは渋谷
2012年は新橋

女性は10～15%女性は10 15%
50代、60代が中心



「伝える」ための工夫 ？「伝える」ための工夫

く学会 表 な

？

• とにかく学会発表にはしない！

‐わかりやすく話す。（特に専門用語に注意）わかりやすく話す。（特に専門用語に注意）

‐テーマを絞る。

‐講演会全体でストーリーを作る（最初に今

日の聞きどころ を説明）日の聞きどころ、を説明）。

‐講演者が事前に集まって調整する。

‐司会をプロに頼む。

司会者とも事前に打ち合わせ‐司会者とも事前に打ち合わせ。



テーマと内容テーマと内容

テーマと内容の「支持率（興味深い）」は連動している。



講演者別支持率講演者別支持率



まとめまとめ

• 海洋観測網から得られる情報（データ）は研究者間では良く流通し• 海洋観測網から得られる情報（データ）は研究者間では良く流通し
ている。

• その結果、海洋の環境変化が捉えられ、IPCC（気候変動に関する政
府間パネル）の評価報告書などを通じて社会に貢献している。

• 一方、講演会などを通じた社会への貢献の努力はしている。

• 成果を伝えるべく工夫はしているが、必ず成功している、とは言えな
い。

• テ マを選び それをわかりやすく表現することが大事• テーマを選び、それをわかりやすく表現することが大事。

• テーマは必ずしも悪くなくても、話者の構成によっては「伝わらない」
こともありそう。（突出して話が上手な人が一人だけいてもダメ。）こともありそう。（突出して話が上手な人が 人だけいてもダメ。）

• 個人的感想だが、司会者に助けられているのではないか？

• Science Interpretation は難しい。p


